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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第１区分
【発行日】令和1年6月20日(2019.6.20)

【公開番号】特開2018-101519(P2018-101519A)
【公開日】平成30年6月28日(2018.6.28)
【年通号数】公開・登録公報2018-024
【出願番号】特願2016-246152(P2016-246152)
【国際特許分類】
   Ｈ０１Ｍ   4/62     (2006.01)
   Ｈ０１Ｍ   4/13     (2010.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０１Ｍ    4/62     　　　Ｚ
   Ｈ０１Ｍ    4/13     　　　　

【手続補正書】
【提出日】令和1年5月16日(2019.5.16)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１００
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１００】
　（実施例１：ポリアクリル酸リチウム（ＰＡＡＬｉ）／ポリアクリロニトリル（ＰＡＮ
）／ポリエチレングリコール（ＰＥＧ）＝６０／３０／１０の合成例）
　撹拌子、温度計、冷却管を装着した２００ｍｌの４つ口セパラブルフラスコ内に、蒸留
水１１９ｇ、アクリル酸（８０ｇ，０．８３３ｍｏｌ）を加えた後、ダイヤフラムポンプ
で内圧を１０ｍｍＨｇに減圧し、窒素で内圧を常圧に戻す操作を３回繰り返した。アクリ
ロニトリル（３０ｇ，０．５６５ｍｏｌ）、高分子アゾ開始剤（和光純薬社製　ＶＰＥ－
０２０１（ＰＥＧ鎖数平均分子量２０００），１０．０ｇ，０．００５ｍｏｌ（開始剤と
してのモル数））を加え、４００ｒｐｍで撹拌した。反応液の温度が６５℃～７０℃の間
で安定するように加熱を制御しつつ、４時間、更に温度を８０℃に昇温し、４時間反応さ
せたところ、塊状の固形物としてバインダ樹脂組成物が得られた。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１０４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１０４】
　（実施例２：ポリアクリル酸リチウム（ＰＡＡＬｉ）／ポリアクリロニトリル（ＰＡＮ
）／ポリエチレングリコール（ＰＥＧ）＝５５／３０／１５の合成例）
　蒸留水１１８ｇ、アクリル酸（５５ｇ，０．７６３ｍｏｌ）、アクリロニトリル（３０
ｇ，０．５６５ｍｏｌ）、高分子アゾ開始剤（和光純薬社製　ＶＰＥ－０２０１（ＰＥＧ
鎖数平均分子量２０００），１５．０ｇ，０．００７５ｍｏｌ（開始剤としてのモル数）
）、水酸化リチウム１水和物（３１．４ｇ，アクリル酸に対して０．９８当量）を用いた
以外は、全て実施例１と同様にして合成した。反応液の不揮発分（ＮＶ）の質量を測定し
たところ１３．２質量％（理論値１３．５質量％）であった。またＴｇは、－５５℃付近
と２３５℃付近の２ヶ所に観測された。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
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【補正対象項目名】０１０５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１０５】
　（実施例３：ポリアクリル酸リチウム（ＰＡＡＬｉ）／ポリアクリロニトリル（ＰＡＮ
）／ポリエチレングリコール（ＰＥＧ）＝５０／３０／２０の合成例）
　蒸留水１１６ｇ、アクリル酸（５０ｇ，０．６９４ｍｏｌ）、アクリロニトリル（３０
ｇ，０．５６５ｍｏｌ）、高分子アゾ開始剤（和光純薬社製　ＶＰＥ－０２０１（ＰＥＧ
鎖数平均分子量２０００），２０．０ｇ，０．０１ｍｏｌ（開始剤としてのモル数））、
水酸化リチウム１水和物（２８．５ｇ，アクリル酸に対して０．９８当量）を用いた以外
は、全て実施例１と同様にして合成した。反応液の不揮発分（ＮＶ）を測定したところ１
３．０質量％（理論値１３．５質量％）であった。またＴｇは、－５５℃付近と２３５℃
付近の２ヶ所に観測された。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１０６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１０６】
　（実施例４：ポリアクリル酸リチウム（ＰＡＡＬｉ）／ポリアクリロニトリル（ＰＡＮ
）／ポリエチレングリコール（ＰＥＧ）＝５０／２０／３０の合成例）
　蒸留水１１６ｇ、アクリル酸（５０ｇ，０．６９４ｍｏｌ）、アクリロニトリル（２０
ｇ，０．３７７ｍｏｌ）、高分子アゾ開始剤（和光純薬社製　ＶＰＥ－０２０１（ＰＥＧ
鎖数平均分子量２０００），３０．０ｇ，０．０１５ｍｏｌ（開始剤としてのモル数））
、水酸化リチウム１水和物（２８．５ｇ，アクリル酸に対して０．９８当量）を用いた以
外は、全て実施例１と同様にして合成した。反応液の不揮発分（ＮＶ）の質量を測定した
ところ１３．０質量％（理論値１３．５質量％）であった。またＴｇは、－５５℃付近と
２３５℃付近の２ヶ所に観測された。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１０７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１０７】
　（実施例５：ポリアクリル酸リチウム（ＰＡＡＬｉ）／ポリアクリロニトリル（ＰＡＮ
）／ポリシロキサン（Ｐｏｌｙｓｉｌｏｘａｎ）＝６０／３０／１０の合成例）
　蒸留水１１９ｇ、アクリル酸（６０ｇ，０．８３３ｍｏｌ）、アクリロニトリル（３０
ｇ，０．５６５ｍｏｌ）、高分子アゾ開始剤（和光純薬社製　ＶＰＥ－１００１（Ｐｏｌ
ｙｓｉｌｏｘａｎ鎖数平均分子量１００００），１０．０ｇ，０．００１ｍｏｌ（開始剤
としてのモル数））、水酸化リチウム１水和物（３４．２ｇ，アクリル酸に対して０．９
８当量）を用いた以外は、全て実施例１と同様にして合成した。反応液の不揮発分（ＮＶ
）の質量を測定したところ１３．２質量％（理論値１３．５質量％）であった。またＴｇ
は、２３５℃付近の１ヶ所にのみ観測された。ポリシロキサン由来のＴｇは－１００℃以
下に存在しており、測定範囲外となったため、観測されなかったと考えられる。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１０８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１０８】
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　（実施例６：ポリアクリル酸リチウム（ＰＡＡＬｉ）／ポリアクリロニトリル（ＰＡＮ
）／ポリシロキサン（Ｐｏｌｙｓｉｌｏｘａｎ）＝５５／３０／１５の合成例）
　蒸留水１１８ｇ、アクリル酸（５５ｇ，０．７６３ｍｏｌ）、アクリロニトリル（３０
ｇ，０．５６５ｍｏｌ）、高分子アゾ開始剤（和光純薬社製　ＶＰＥ－１００１（Ｐｏｌ
ｙｓｉｌｏｘａｎ鎖数平均分子量１００００），１５．０ｇ，０．００１５ｍｏｌ（開始
剤としてのモル数））、水酸化リチウム１水和物（３１．４ｇ，アクリル酸に対して０．
９８当量）を用いた以外は、全て実施例１と同様にして合成した。反応液の不揮発分（Ｎ
Ｖ）の質量を測定したところ１３．１質量％（理論値１３．５質量％）であった。またＴ
ｇは、２３５℃付近の１ヶ所に観測された。ポリシロキサン由来のＴｇは－１００℃以下
に存在しており、測定範囲外となったため、観測されなかったと考えられる。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１０９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１０９】
　（実施例７：ポリアクリル酸リチウム（ＰＡＡＬｉ）／ポリアクリロニトリル（ＰＡＮ
）／ポリシロキサン（Ｐｏｌｙｓｉｌｏｘａｎ）＝５０／３０／１５の合成例）
　蒸留水１１６ｇ、アクリル酸（５０ｇ，０．６９４ｍｏｌ）、アクリロニトリル（３０
ｇ，０．５６５ｍｏｌ）、高分子アゾ開始剤（和光純薬社製　ＶＰＥ－１００１（Ｐｏｌ
ｙｓｉｌｏｘａｎ鎖数平均分子量１００００），２０．０ｇ，０．００２ｍｏｌ（開始剤
としてのモル数））、水酸化リチウム１水和物（２８．５ｇ，アクリル酸に対して０．９
８当量）を用いた以外は、全て実施例１と同様にして合成した。反応液の不揮発分（ＮＶ
）の質量を測定したところ１３．１質量％（理論値１３．５質量％）であった。またＴｇ
は、２３５℃付近の１ヶ所に観測された。ポリシロキサン由来のＴｇは－１００℃以下に
存在しており、測定範囲外となったため、観測されなかったと考えられる。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１１０】
　（実施例８：ポリアクリル酸リチウム（ＰＡＡＬｉ）／ポリアクリロニトリル（ＰＡＮ
）／ポリシロキサン（Ｐｏｌｙｓｉｌｏｘａｎ）＝５０／２０／３０の合成例）
　蒸留水１１６ｇ、アクリル酸（５０ｇ，０．６９４ｍｏｌ）、アクリロニトリル（２０
ｇ，０．３７７ｍｏｌ）、高分子アゾ開始剤（和光純薬社製　ＶＰＥ－１００１（Ｐｏｌ
ｙｓｉｌｏｘａｎ鎖数平均分子量１００００），３０．０ｇ，０．００３ｍｏｌ（開始剤
としてのモル数））、水酸化リチウム１水和物（２８．５ｇ，アクリル酸に対して０．９
８当量）を用いた以外は、全て実施例１と同様にして合成した。反応液の不揮発分（ＮＶ
）の質量を測定したところ１３．１質量％（理論値１３．５質量％）であった。またＴｇ
は、２３５℃付近の１ヶ所に観測された。ポリシロキサン由来のＴｇは－１００℃以下に
存在しており、測定範囲外となったため、観測されなかったと考えられる。
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